
地域の子どもを守る会「なんかんパトロール隊」だより 

バックナンバー 

 

【４月号】 

 観音新町町内会 寄重 久子 

 

 

寒暖差のこの頃、元気いっぱいの児童の皆さん、先日は心のこもったお花をありがとうございま
した。見守りに参加して嬉しく思っています。 
なんかんパトロールがスタートした頃、声掛けをすると恥ずかしそうに下を向いた児童、照れく

さそうに小走りで帰った様子を思い出します。今では必ず「ただいま」の返事があり、そして「いつ
もありがとうございます」など、思わず心温まる瞬間です。事故のない安全な地域であるよう見守
りを続け、子ども達に触れあって元気をもらいます。 
また、地域のふれあいの場は夏の盆踊り大会、お祭りの子どもみこし、学区全体では総合グラン

ドでサマーフェスタ、公民館でウォーキング大会等々、子ども達の心にふるさとの思い出ができる
ように願っています。親子で参加してくださいね。 

 

 

【３月号】 

 南観音８丁目町内会 岩井 功光 

 

 

 同居の孫がいるきっかけで、通学路の見守りを始めた。見守りを始めて４年、孫も中学生・高校

生となり小学生がいなくなった。毎年のように、新小学生が通学し、また保護者の方とも挨拶をし

始め、辞めるきっかけを失ってしまった。近所にはスーパーがあり、朝早くから製品配送車（４ｔ

車）が出入りをして、大変危険な場所でもある。最近は製品配送車の運転手とも顔なじみになり、

運転手の方から、「旗振りをしてもらって、大変助かっている。」との声があり、最近ではやりが

いを感じることもある。交通事故に遭わないよう見守り隊全員で見守っているので、小学生の皆さ

んも交通ルールを守り通学してください。 

 

 

【２月号】 

 南観音４・５丁目町内会 会長 桐木 徹 

 

 

南観音学区内の多くの皆様（多くの団体様）が子ども見守り活動に従事されておられます。先日

のなんかんパトロール打合せで、子どもは何かあった場合“逃げる”ことが大切との意見があり、

子どもが何かあった場面に遭遇したとき「逃げろー！」と大声で叫ぶ警鐘を鳴らすことが重要だな

とうなずいたのを覚えています。私もなんかんパトロール隊に従事して４年目になりますが、いつ

も皆様から大切な意見をいただきうなずきが多い場となっています。 

コロナ禍を経て、南観音学区においても４年ぶりに各町内会の夏祭り、秋祭り・子どもみこし、

サマーフェスティバル、南観音公民館まつり、ウォーキング大会など子どもと大人がふれあえる場



が多く開催され、笑いあい、悔しがり、感情のあるコミュニケーションの素晴らしいステージを見

ることができました。人と人で安心・安全な豊かで楽しめる元気な地域環境が育まれていること、

そしてすごく喜んでいるエネルギッシュな子どもたちがいることをあらためて身近に感じていま  

す。 

安全に限界はありません。パトロール隊の一員として皆様の意見などを参考に違った視点・新た

な視点から、継続した子ども見守り活動を進めていきます。多くの皆様と共に！ 

 

 

【１月号】 

南観音二・三・六・七丁目町内会 会長 橋川 徹 

 

 

令和５年を振り返ってみると、５月からコロナが５類に移行し、地域では夏まつり、サマーフ

ェスタ、さらにはウォーキング大会などが開催され 4 年振りに活気が戻ってきた。また、夏は

大幅な気候変動により暑い日が続いたが、子どもたちは外で活発に走り回り、沢山の元気、エネ

ルギーをもらった。 

 ここ南観音地区では、こうした子どもたちの成長を願いながら、日々見守り活動を行ってい

る。新年も子どもたちの成長を願いながら、安全かつ安心して登下校できるよう見守りを続け、

交通ルールを伝えていけたらと思う。 

 

 

【１２月号】 

南観音一丁目南部町内会 会長 中泉 勝男 

 

 

南観音小学校は、明治６年４月２０日、観音村沖新開に「信成舎」として創立されて以来、過去３
回の校名変更をしながら現在の広島市立南観音小学校として創立１５０周年を迎えました。１０月
２９日には記念式典が行われ、皆で１５０周年を祝いました。 
この長い歴史を持った学校に通う児童たちが安全に登下校できるよう見守りをさせていただく機

会を頂き、私は誇りに思っています。子ども達の屈託のない元気と笑顔で「おはようございます」
「ありがとう」「さよなら」の声を楽しみに交差点に立って活動しています。『子どもは国の宝』大事
に育てましょう。 

 

 

【１１月号】 

南観音学区社会福祉協議会 

 

 

 今朝も子どもたちの「おはようございます」という元気な声が聞こえてきました。 

南観音学区では学区全体で色んなイベントが開催されます。このイベント開催では、各町内会や

各種団体が強い絆と適確な連携を保っており、４年振りの今年のイベントでは来場者も多く、非常

に好評で成功裏の内に終了しました。こうした絆・連携の下に、地域の子どもたちを守る会として



「なんかんパトロール隊」が結成され、日々、通学時、下校時の見守り活動を続けております。 

明日も子どもたちの「おはようございます」、「ただいま」の声が響きわたります。 

 

 

【１０月号】 

なんかんパトロール隊 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月号】 

南観音地区青少年健全育成連絡協議会 青少年指導員 目代 槇枝 

 

 

 マスク着用をしなくなって 

 元気な子ども達の笑顔を見ることができるようになりました。 

 

 「おかえり」の声掛けに顔から汗を流しながら「ただいま」「さようなら」と元気な声が返ってき

ます。山陽高校女子ハンドボール部の生徒さんが子ども達に「おかえり」と『ハイタッチ』をしてく

ださると、笑顔で「ただいま」照れながら『ハイタッチ』をしています。 

 元気な、子ども達のパワーをもらって安心、安全に心掛け、皆さんと一緒に見守り続けていきた

いと思います。 

 

 

【８月号】 

 南観音小学校ＰＴＡ会長 空間 大雅 

 

 

まもなく夏休みです。夏休み中は普段と異なり、あらゆる時間帯で子どもの交通事故が発生しや



すくなります。子どもは交通ルールに未熟なため、時に危険な行動をとることもあるかもしれませ

ん。住宅街や公園付近を走行されるドライバーの皆様には細心の注意を、地域の皆様には、子ども

達の危険行動回避のための見守りをお願いします。 

子ども達にとっては海水浴、夏祭り等、楽しいことがいっぱいの夏休み。そんな夏休みを悲しい

事故で台無しにさせない為にも、皆様のより一層の安全見守り活動をお願いします。 

 

 

【７月号】 

山陽高等学校 女子ハンドボール部 キャプテン 引尻 莉子 

 

 
私たち山陽高校女子ハンドボール部は、月に一度“なんかんパトロール”という活動に参加させ

ていただいています。この活動は下校する小学生を安全に見守る仕事です。私たちは小学生との交
流を毎月楽しみにしています。下校している子たちに声をかけると返事をしてくれる子がたくさん
いたり、自分から挨拶してくれる子がいたりしてとても嬉しい気持ちになり、やりがいのある活動
です。 
これからもお互い笑顔になれるように頑張ります。 

 

 

【６月号】 

南観音児童館 館長 武田 安江 

 

 

「ただいま」と息を切らして元気な１年生が来所してきます。 

今年度も３０名の１年生が入所しました。児童館は４月より、全面開館になり、今まで遊びに来

られなかった中学年も卓球やこま、ボードゲームで遊んでくれます。「大きくなったね。」「このこま

なつかしい。」３年間、閉ざされた扉が開かれたように、賑わいある児童館が戻ってきました。子ど

もたちの安全を見守るのは室内であってもとても大変で、危ない行動やままごとのフライパンがい

つの間にか卓球のラケットに！？地域の皆さんの温かいまなざしで南観音の子どもたちがのびのび

と成長していることを実感しています。これからも児童館で見守っていきたいと思います。 

 

 

【５月号】 

南観音学区公衆衛生推進協議会 会長 糸山 和彦 

 

 

所用で自宅から車で商工センターへ途中庚午橋を通過し、海岸沿いを走行。太田川大橋の所で赤
信号になり停車。南側より３０歳代男性の自転車が左折の為停止。当方の信号が青信号に変わった
ので、アクセルを踏み少し前進したところへ何を思ったのか自転車が突然進入してきて当たったと
思ったが、間一髪のところで回避。血の気が引く思いでした。 

４月から可愛い新入生の登校が始まりました。指標として私達大人が交通ルールを遵守し、事故

ゼロへチャレンジです。 

 



【４月号】 

南観音公民館 館長 渡辺 一浄 

 

 
春本番！公民館前広場の桜も満開を迎えようとしています。 
去る 3 月 20 日、「南観音小学校卒業証書授与式」に出席させていただきました。卒業生 115 名が

沢山の想い出を胸に次のステージに旅立ちました。これからも 1 歩１歩階段を昇っていくことでし
ょう。 
この沢山の想い出の中に、「なんかんパトロール隊」の皆さんの顔、顔、声、声があると思います。 
また 4 月からは真新しいランドセルを背負った児童に出会えます。楽しみです。そしていつもの

歩道橋の前に立ち、いつものように笑顔で、大きな声で、温かく見守って行きたいです。 

 


